
　　実りの秋　　脱　穀
　１１月１日（火）にはばたき農園の収穫されたもち米とう
るち米の脱穀をしました。
 振り返ると、今年４月１日に本校に着任し、４月８日に、は
ばたき応援団の方々との顔合わせ会があり、今年度のは
ばたき農園活動がスタートしました。４月１５日には、田お
こしがあり、塩水選、もみ種まき、あぜづくり、しろかきを経
て、６月８日には田植えをしました。
 田植えから１３４日後の１０月２０日には、稲刈りをしまし
た。竹竿に約１０日間天日に干してからの脱穀でした。
　稲作は、本当に手間ひまがかかるなあと実感しました。
そして、森口さんが一貫しておっしゃっておられる、「稲作
は協働作業である。」というのが体感できました。協働作
業だからこそ、助け合わないといけないし、仲間同士の連
絡や意思疎通が大切になってくると思います。
　これから感謝祭に向け、実りの秋の集大成をめざしてい
きます。

　　　小音会励ます会

　本校では、令和３・４年度の２カ年で主体的・
対話的で深い学びの実現に向けた授業改善の
研究を理科教育を中心に進めているところで
す。１０月31日に５年「理科」、１１月２日に、１年
「生活科」で研究授業を行いました。

　　１１月２日(水)５校時　１年生活科「みつけたあきでビンゴゲームをしよう」

　　　　　　１０月３１日(月）５校時　　５年生理科　｢電磁石の性質」
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　１１月になりました。実りの秋を実感しています。はばたき農園では、脱穀を終えて、これから感
謝祭へ向けて学習や活動のまとめをしていきます。また、１月２６日の研究発表会へ向けて授業改善
研究を積み重ねて、子どもたちの学びの充実を図ろうと努力しているところです。

令和4年11月4日

　学校教育目標　　自ら学び　　心豊かで　健やかな子ども 校長　古本　龍夫

第20号

　　　　　　　演　　奏 　　　応援のメッセージ渡し

　１１月１日(火）お昼の時間に小音会出場者を励ます会を行いました。４
年１組は｢風のメロディー」｢チャレンジ」を合唱します。４年２組は、｢スー
パーカリフラリスティック　エクスピアリドーシャス」を合奏します。１１月９
日は、ブリックホールに素敵なハーモニーを響かせてきてください。

　　　　収穫した餅米とうるち米

　脱穀して収穫した餅米１３袋２４７．５㎏、うるち
米４袋８０㎏でした。これを玄米にし精米してい
きます。自然の恵みです。
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